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平成２２年２月１日

　

市
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性
と

累
積
滞
納
額
の
縮
減
を
図
る
た

め
、
平
成　

年
度
か
ら
特
別
滞
納

１８

整
理
係
を
設
置
し
、
滞
納
処
分
重

視
の
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
滞
納
者
宅
へ
の
訪
問

徴
収
に
よ
る
収
納
業
務
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
納
付
が
進
ま
な

い
、
計
画
性
の
無
い
「
あ
る
時
払

い
」
に
な
る
な
ど
、
滞
納
額
が
累

積
す
る
一
方
で
し
た
。

　

ま
た
、
自
主
的
に
納
付
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
か
た
が
９
割
以
上

い
る
中
で
、
訪
問
徴
収
は
不
公
平

で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
に
よ

り
、
現
在
は
自
主
納
付
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
再
三
に
わ
た
る
催

告
を
行
っ
て
も
、
納
付
の
意
思
が

み
ら
れ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て

は
、
差
し
押
さ
え
処
分
を
行
い
ま

す
。

　

預
貯
金
は
、差
し
押
さ
え
た
後
、

す
ぐ
に
換
価
し
て
、
滞
納
市
税
へ

充
当
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
命
保
険
な
ど
は
、
差

し
押
さ
え
た
後
も
自
主
的
な
納
付

が
み
ら
れ
な
い
と
、
強
制
的
に
保

険
契
約
を
解
約
し
、
解
約
返
戻
金

な
ど
を
滞
納
市
税
へ
充
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
換
価
の
前
に
滞
納
市
税

が
完
納
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ

に
か
か
る
差
し
押
さ
え
を
解
除
し

ま
す
。 

　

差
し
押
さ
え
後
も
納
付
に
進
展

が
な
い
場
合
に
は
、
差
し
押
さ
え

た
不
動
産
を
鑑
定（
鑑
定
費
用
は
、

滞
納
者
が
負
担
）
後
、
公
売
し
、

滞
納
市
税
へ
充
当
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
公
売
を
予
定
し
て
い

た
不
動
産
の
う
ち
６
件
に
つ
い
て

は
、
差
し
押
さ
え
強
化
月
間
中
に

約
６
０
０
万
円
の
納
付
が
あ
り
、

公
売
が
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
多
く
の
か
た
に
入

札
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

広
報
と
ば
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

掲
載
す
る
こ
と
で
周
知
を
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
公
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　広報とば平成２１年１０月１日号でお知らせした「差し押さえ強化月間」の取り組

みの結果、滞納者から以下の差し押さえを行ないました。

税務課特別滞納整理係　　㉕１１３６

差し押さえ強化月間に差し押さえ強化月間に
差差し押さえさえ　　　　　9797件
換価換価（取立（取立て）額 332額 332万円万円
差し押さえ　　　97件
換価（取立て）額 332万円

滞納処分（差し押さえ）
の状況
（平成21年11月末の状況）

○○生命

保険証書

財産の種類　　件数

預　貯　金　　６０件

給　　　料　　１件

賃　　　料　　１件

不　動　産　　１９件

出　資　金　　３件

生 命 保 険　　１３件

　合　計　　　９７件

換価（取立て）額　３３２万円

不
動
産
公
売

公
売
予
定
６
件

　

６
０
０
万
円
納
付

換　
　

価

お
金
に
換
え
て

　

滞
納
市
税
へ
充
当

滞
納
処
分

差
し
押
さ
え
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相 談 窓相 談 窓 口相 談 窓 口

　すべての市税については、みなさまの資産や所得に応じて計算され、公平に

負担していただいています。また、市営住宅や下水道などを使用されているか

たには、その対価として料金がかかります。大多数のかたがきちんと納付され

ている中、これらの滞納を放っておくことはできません。

　また、市税や使用料は、市のあらゆる行政活動を行う上での重要な財源となります。

　市では、きちんと納付されているかたとの不公平をなくすことはもちろん

のこと、市の大切な財源確保のために、市税等の納付に応じない滞納者には、

今後も厳しい滞納処分を行うなどの取り組みを強化していきます。

　地方分権や少子高齢化の時代、大きな夢と希望を持てる豊かな鳥羽市を築

くために、みなさまのご理解とご協力をお願いします。

　市では、滞納となっている市税・国民健康保険税や使用料の解消を図るため、平成２１年１１月

と１２月に市幹部職員で構成された市滞納整理特別対策本部員による市税・国民健康保険税、市

営住宅使用料、後期高齢者医療保険料、介護保険料、下水道使用料の徴収に集中して取り組み

ました。その結果は、下記のとおりです。

■取り組みによる徴収結果

徴　収　額折 衝 件 数

７,００５,８４１円４００件市税・国民健康保険税

１６３,１００円２４件市 営 住 宅 使 用 料

１,５８２,２４３円１７２件後期高齢者医療保険料

２８５,０００円４５件介 護 保 険 料

５４１,０００円２２件下 水 道 使 用 料

９,５７７,１８４円６６３件合 計

市滞納整理特別対策本部

公 平 公 正

　けがや病気、失業など、やむを得ない事情により、一時的に納付が困難になった場

合には、そのまま放置せず、各係まで相談をしてください。

市税・国民健康保険税　　　税務課管理収納係　　　　擦㉕１１３２
　　　　　　　　　　　　　　　　特別滞納整理係　　擦㉕１１３６
市営住宅使用料　　　　　　建設課管理係　　　　　　擦㉕１１７１
後期高齢者医療保険料　　　市民課保険年金係　　　　擦㉕１１４８
介護保険料　　　　　　　　健康福祉課介護保険係　　擦㉕１１８６
下水道使用料　　　　　　　水道課下水道係　　　　　擦㉕１１６１


